
最
高
裁
規
則

省

令

告

示

平成™™年š月˜�日 水曜日 第œ™�›号官 報
２

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
非
居
住
者
に
限
る
。）は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
住
所
を
管
轄
す
る
領
事
官
又
は
最
寄
り
の
領
事
官
（
次
項
に
お
い

て
「
住
所
を
管
轄
す
る
領
事
官
等
」
と
い
う
。）を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
提
出
は
、
住
所
を
管
轄
す
る
領
事
官
等
か
ら
当
該
者
が
最
後

に
国
内
に
有
し
た
居
住
地
（
居
住
地
を
有
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
現
在
地
）
の
都
道
府
県
知
事
（
当
該
者
が
法

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
交
付
を
受
け

た
時
以
後
、
国
内
に
居
住
地
及
び
現
在
地
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、当
該
交
付
を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事
。

次
項
に
お
い
て
「
領
事
官
等
か
ら
の
経
由
都
道
府
県
知
事
」
と
い
う
。）を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
二
十
六
号
）の
項
中「
第

八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣

原
口

一
博

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
二
号

大
法
廷
首
席
書
記
官
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日

最
高
裁
判
所

大
法
廷
首
席
書
記
官
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

大
法
廷
首
席
書
記
官
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
九

年
最
高
裁
判
所
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
二
項
中
「
を
除
く
」
を「
に
あ
つ
て
は
、

次
席
書
記
官
の
配
置
さ
れ
た
支
部
に
限
る
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
四
項
中
「
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
」
の
下
に

「
及
び
次
席
書
記
官
の
配
置
さ
れ
た
支
部
」
を
加
え
、
た

だ
し
書
を
削
る
。

第
六
条
の
二
第
三
項
中
「
又
は
第
五
条
第
四
項
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
刑
事
の
事
務
を
取
り
扱
う
上
席
の
主
任
書

記
官
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

〇
農
林
水
産
省
令
第
十
七
号

金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
一
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関

係
法
律
を
実
施
す
る
た
め
、
農
林
水
産
省
の
職
員
が
検
査

の
際
に
携
帯
す
る
身
分
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

農
林
水
産
省
の
職
員
が
検
査
の
際
に
携
帯
す
る
身

分
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

農
林
水
産
省
の
職
員
が
検
査
の
際
に
携
帯
す
る
身
分
証

明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
四
年
農
林
水
産
省

令
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
中
「
及
び
」
を
「
、
」
に
改
め
、「
第
五
十
二
条

の
五
十
四
の
規
定
」
の
下
に
「
、
農
業
協
同
組
合
法
第
九

十
二
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十

二
条
の
八
十
一
の
規
定
及
び
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二

条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
（
平
成
七

年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
百
八
条
の
二
十
一
の
規
定
」
を

加
え
、
第
二
号
中
「
及
び
」
を
「
、
」
に
改
め
、「
第
五
十

二
条
の
五
十
四
の
規
定
」
の
下
に
「
、
水
産
業
協
同
組
合

法
第
百
二
十
一
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行

法
第
五
十
二
条
の
八
十
一
の
規
定
及
び
水
産
業
協
同
組
合

法
第
百
二
十
一
条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険

業
法
第
三
百
八
条
の
二
十
一
の
規
定
」
を
加
え
、
第
七
号

中
「
及
び
第
九
十
五
条
の
四
第
一
項
」
を
「
、
第
九
十
五

条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
五
十
二
条
の
五
十
四
の
規

定
」
の
下
に
「
並
び
に
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の

八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
八

十
一
の
規
定
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
百
三
十
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市

長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り
扱

う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
三
日
か
ら
効
力
を

生
ず
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

大
分
県
津
久
見
市
長

〇
法
務
省
告
示
第
百
三
十
一
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ワ
シ
ン
ト
ン
州
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士

と
な
る
資
格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

氏

名

保
坂

聖
一

生
年
月
日

千
九
百
六
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日

国

籍

日
本
国

〇
法
務
省
告
示
第
百
三
十
二
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
次
の
と

お
り
特
定
外
国
法
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

一

指
定
を
受
け
た
者

氏

名

保
坂

聖
一

生
年
月
日

千
九
百
六
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日

国

籍

日
本
国

原
資
格
国

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州

二

指
定
を
し
た
特
定
外
国
法

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る

特
別
措
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
も
の

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
州
に
お
い
て
効
力
を
有

し
、
又
は
有
し
た
法

〇
法
務
省
告
示
第
百
三
十
三
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
次
の
と

お
り
特
定
外
国
法
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

一

指
定
を
受
け
た
者

氏

名

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
メ
ン
ゲ
ル

生
年
月
日

千
九
百
七
十
年
九
月
二
十
一
日

国

籍

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

原
資
格
国

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

二

指
定
を
し
た
特
定
外
国
法

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る

特
別
措
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
も
の

連
合
王
国
に
お
い
て
効
力
を
有
し
、
又
は
有
し
た
法

〇
法
務
省
告
示
第
百
三
十
四
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
連
合
王
国
を
原
資

格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
承
認
し

た
。平

成
二
十
二
年
三
月
十
七
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

氏

名

エ
イ
モ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

キ
ャ
リ
ン
ト
ン

生
年
月
日

千
九
百
七
十
九
年
七
月
三
十
一
日

国

籍

連
合
王
国

〇
法
務
省
告
示
第
百
三
十
五
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ビ
ク
ト
リ
ア
州
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士

と
な
る
資
格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

氏

名

小
川

夏
子

生
年
月
日

千
九
百
七
十
二
年
一
月
十
八
日

国

籍

日
本
国
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